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受
賞
さ
れ
た
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
福
祉
推
進
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （2）
　

第
27
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
が
10
月
24
日（
土
）に
、

市
民
会
館
に
て
、御
殿
場
市
、市
社
会
福
祉
協
議
会
、市
献
血

推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
方
、事
業
の

推
進
の
た
め
に
貴
重
な
金
品
の
御
寄
託
を
い
た
だ
い
た
方
、

献
血
を
通
じ
て
治
療・医
療
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
皆
様
に
、表
彰
状・感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
･
順
不
同
）

  

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

長
田
豊
吉　
　

勝
又
洋
三

　

芹
沢
眞
義

  

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

　

大
和
建
設 

株
式
会
社

　

時
之
栖 

御
殿
場
教
会 

桜
の
礼
拝
堂

　
２
０
１
４
三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ

　

太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

　

東
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売 

株
式
会
社

　

株
式
会
社 

勝
又
商
事

　

一
般
社
団
法
人 

高
根
愛
郷
会

御
殿
場
市
長
感
謝
状

 

団
体（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
経
済
的
等
で
協
力
援
助
さ
れ
た
方
）

　

髙
田
歌
謡
教
室　

髙
田 

彰

　

琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会
三
島
支
部

　

日
本
舞
踊
山
門
流
御
殿
場
支
部　

代
表 

本
﨑
恒
子　
　

　

ス
ナ
ッ
ク
花 

吉
田
良
江

   
㈱
ス
ズ
キ
総
業・㈱
ス
ズ
キ
総
業
協
力
会

　

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式
会
社

　

ジ
ェ
イ
ビ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

 

個
人（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
経
済
的
等
で
協
力
援
助
さ
れ
た
方
）

　

小
林
和
代　
　

川
合
岩
雄

　
社
会
福
祉
施
設・団
体（
役
員
10
年
以
上
、職
員
15
年
以
上
勤
続
し
、功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　

津
留
文
代　
　

竹
内
隆
司　
　

内
田
栄
子　
　

藤
森
洋
子

　

長
野
光
貴　
　

野
田
智
美　
　

大
場
久
美　
　

田
中
大
輔

　

関
本
顕
耶

 

保
護
司（
在
職
10
年
以
上
で
功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　

勝
又
重
春　
　

高
村
秀
幸　
　

勝
又
そ
の

 

民
生
委
員
児
童
委
員（
在
職
10
年
以
上
で
功
労
顕
著
で
あ
る
方
）

　

永
田
利
夫　
　
内
海　

良　
　

  

溝
口
や
よ
江　

 

山
本
貞
治

　

小
宮
山
弘
子

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰  

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

   

御
殿
場
地
区
婦
人
会

   

洋
服
修
理
＆
リ
フ
ォ
ー
ム
I.
K.
I　

壹
岐
ヤ
エ
子

   

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

   

御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会

 

竈
区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

報
徳
文
化
祭
実
行
委
員
会

  

一
般
社
団
法
人 

玉
穂
報
徳
会

　

ワ
ク
ワ
ク
手
作
り
展

    

大
雲
院

   

エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

上
邊　

繁　
　
江
藤
エ
ミ　
　

山
口
幸
男　

 

石
田
香
代
子

　

末
光
義
史　
　
髙
橋
洋
子　
　
勝
又
俊
博　

 

勝
又
り
ゅ
う
子

　

大
田
幸
子

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝
状  

団
体（
献
血
推
進
に
積
極
的
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
団
体
）

　

株
式
会
社
金
羊
社 

御
殿
場
工
場

　

ウ
シ
オ
電
機
株
式
会
社 

御
殿
場
事
業
所

個
人（
150
回・200
回
、又
は
250
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

　

勝
間
田
雄
司　
　
越
智
重
徳　
　

福
島
康
司　

 

内
田
祐
市

　

坂
口　

学　
　

 

芹
澤
伸
二

個
人（
70
回
又
は
100
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

　

舟
橋
剛
二　
　

脇
本
敦
典　
　

林　

淳
子      

鈴
木
一
弘   

   

渡
邉　

正　
　

松
岡
直
樹　
　

新
井
哲
夫　

  

獅
子
倉
幸
夫

　

杉
山
康
弘　
　

水
野
口
裕
晃　

岩
瀬
か
お
り　

伊
倉
博
昭

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
長
表
彰 

個
人（
50
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

　
伊
藤
晋
司　
　

天
野
賢
一

　

瀬
戸　

治　
　

高
田
義
之

　

東
田
匡
弘　
　

荒
木
靖
員

　

市
川　

中　
　

出
村　

博

　

皆
川　

治　
　

末
冨　

威

　

山
本
卓
史　
　

佐
伯
武
史

　

古
川　

浩

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
長
感
謝
状 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
27
回

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

社
会
福
祉
団
体（
事
業
成
績
優
良
で
あ
る
団
体
）

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
御
殿
場
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大　

会　

宣　

言　
　

　
当
日
は
、次
の
と
お
り
大
会
宣
言
が
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
、家
族
や
地
域
、雇
用
基
盤
の
変
化
な

ど
を
背
景
に
、子
育
て
や
介
護
、社
会
的
孤
立
や
引
き
こ
も

り
、生
活
困
窮
な
ど
の
様
々
な
課
題
が
身
近
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、御
殿
場
市
で
は
保
育
園
や
介
護
保
険
施

設
の
増
設
を
は
じ
め
、住
民
と
行
政
が
協
働
し
た
活
動
や
地

域
福
祉
推
進
委
員
会
等
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た
活
動
の
継

続
に
よ
り
、福
祉
の
充
実
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、人
と
人
の
絆
に
つ
い
て
考
え
、

福
祉
の
視
点
を
持
っ
て
顔
の
見
え
る
支
え
あ
い
を
再
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
２７
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、社

会
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
主
的・自
発
的
に
福
祉
活
動
に
参
加
し
、思
い
や
り
と
支
え

あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、次
の
こ
と
を
宣

言
し
ま
す
。

一
、長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推

　

進
し
ま
す

一
、地
域
福
祉
活
動
組
織
の
充
実
強
化
と
住
民
参
加
・
協
働
に

　

よ
る
活
動
を
推
進
し
ま
す

一
、地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
支
援
体
制
の
実
現
と
在
宅
福

　

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す

一
、福
祉
教
育
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
が
10
月
16
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。                

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

福
祉
体
験
者
の
意
見
発
表 　

　

式
典
終
了
後
、福
祉
教
育
実
践
校
指
定
校
の
児
童
・
生
徒

に
よ
る
福
祉
体
験
者
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
･
順
不
同
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

   

御
殿
場
農
業
協
同
組
合

　

静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰　

　

静
岡
県
共
同
募
金
会
長
表
彰　

「
介
護
体
験
を
通
し
て
」

富
士
岡
中
学
校

2
年
生　

川
口
未
有　

「
福
祉
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」

朝
日
小
学
校

５
年
生　
A
L
M
O
N
T
E　

N
A
M
I
E　

５
年
生　

堀
内
咲
紀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
生　

南　

長
門

５
年
生　

北
川
容
吏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
生　

小
池
弥
幸　
　

「
人
に
や
さ
し
く
東
っ
子
」

東
小
学
校

６
年
生　

内
海
友
花

６
年
生　

小
佐
野
遥

６
年
生　

富
田
莉
麻　

６
年
生　

富
田
莉
那

６
年
生　

柚
村
麻
琴

６
年
生　

横
山
千
夏

「
中
高
生
福
祉
体
験

〜
ゆ
め
農
レ
タ
ス
で
！

Ｂ
ｉｇ
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
作
っ
た
よ
☆
〜
」

中
高
生
福
祉
体
験
参
加
者

原
里
中
学
校

2
年
生　

福
原
千
夏

西
中
学
校

3
年
生　

勝
又
理
恵

3
年
生　

野
澤
歩
未

「
御
殿
場
南
高
校
の

　
　

社
会
福
祉
活
動
」

御
殿
場
南
高
校

2
年
生　

渡
辺
愛
弥　

2
年
生　

増
田
結
衣

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

小
澤
保
男

田
代　

知

保
護
司

事
業
所
従
事
者
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今年も実施　東日本大震災被災地支援
　東日本大震災から4年７ヵ月が経過しました。被災地では、復興に向けた活動
が今も続けられています。
　義援金として来場者の皆様から総額16,238円をお寄せいただき、全額を岩
手県宮古市、山田町に送金させていただきました。

大活躍！御殿場高校生
　今回のふれあい広場では、県立御殿場高校の生徒お二人に、開会式等のス
テージプログラムの進行と出演者の招集をお願いしました。
　甲斐未来さん、勝又真由さんのお二人が、はきはきとしたスムーズな司会で
明るい雰囲気を作ってくれました。

ボランティアの皆様の協力で
　ふれあい広場は多くのボランティアの皆様に支えていただいています。
　今回も7人のボランティアの皆様に、抽選所の運営、福祉車両を使用した送
迎や写真撮影等、様々な場面で協力をいただきました。
　また、参加55団体の皆様には、実行委員として催事の計画、運営や当日の駐
車係を担当していただきました。

特別ゲスト「ジバニャン」とようかい体操を踊っちゃおう★
　今を時めく“妖怪ウォッチ”の大人気キャラクター「ジバニャン」がふれあい広
場にやってきました。ステージの周りにはたくさんの子どもたちが集い、みんな
で「ようかい体操」を踊って楽しいひと時を過ごすことができました。
　この集いをきっかけに、訪れた大勢の子どもたちが、福祉に少しでも関心を
持ち、未来の福祉の担い手となってくれることを期待しています。

　「ふれあいの小さな手から大きな輪」のテーマを掲げて開催した「第32回御殿場市ふれあい広場」は、
お陰様をもちまして昨年を上回る来場者8,700人を数え、盛況の内に終了することができました。

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
は
、地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
4
月
〜
平
成
27
年
10
月

金
員
の
寄
付

物
品
の
寄
付

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

匿
名
4
件

　

匿
名
8
件

● 

印
野
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

● 

倉
林
頼
好

● 

川
合
岩
雄

● 

ブ
ル
ー
ス
カ
イ

● 

長
田
富
雄

● 

ワ
ク
ワ
ク
手
作
り
展

● 

実
戦
空
手
道 

心
学
館

● 

仁
杉
公
民
館
地
域
づ
く
り
活
動
委
員
会

● 

大
雲
院

● 

ス
ナ
ッ
ク
花 

吉
田
良
江

● 

御
殿
場
自
動
車
整
備
協
会

● 

株
式
会
社 

カ
マ
ド

● 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
静
岡
県
３４
団

● 

御
殿
場
オ
カ
リ
ナ
の
会

● 

高
橋
幸
男

● 

ご
て
ん
ば
市
民
芸
術
祭「
邦
楽
の
つ
ど
い
」運
営
員
会

● 

御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会

● 

甲
斐
功

● 

御
殿
場
市
・
小
山
町
長
野
県
人
会

● 

小
宮
山
し
ま
子

● 

榑
林
せ
い
子

● 

株
式
会
社 

時
之
栖

● 
髙
橋
洋
子

● 

海
野
克
比
古

● 

谷
口
完

● 

御
殿
場
文
化
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
ス
連
盟

● 

御
殿
場
地
区
婦
人
会

● 

御
殿
場
西
高
等
学
校
保
護
者
会

● 

髙
田
歌
謡
教
室

● 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
バ
レ
イ

● 

夢
咲
子

● 

末
光
義
史

● 

茱
萸
沢
下
区
手
作
り
の
会

● 

大
坂
昭
和
会

● 

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

● 

歌
笛
の
会

● 

一
般
社
団
法
人 

印
野
郷
土
振
興
協
会

● 

時
之
栖
コ
ミ
セ
ン
祭
り

● 

琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会
三
島
支
部

● 

御
殿
場
区

● 

白
井
温
工

● 

武
藤
絹
代

● 

杉
山
和
久

● 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

● 

小
林
和
代

● 

佐
藤
文
子
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7月25日（土）26日（日）（全2回） 点字体験教室

対
　
象
　 

印
野
地
区
在
住
の
か
た（
年
齢
制
限
な
し
）

平
成
27
年
11
月
29
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
前
12
時（
小
木
原
区
、印
野
区
）

午
後
1
時
〜
午
後
4
時（
時
之
栖
区
）

日
　
時

時
之
栖
区
コ
ミ
セ
ン

会
　
場

無
料

1
2
0
名

当
日
お
越
し
下
さ
い
。

料
　
金

定
　
員

申
込
み

■
問
い
合
わ
せ

御
殿
場
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

☎
8
9ｰ

2
5
1
3

　

現
在
高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
中
で
い

か
に
健
康
を
た
も
ち
な
が
ら
毎
日
楽
し
く
充
実
し
て
生
活
し
て

い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
の
意
味
で
針
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
治
療
は
、皆
様
の
健
康
の
維
持
管
理
・
生
活
の
質
の
向
上
・
疾

病
予
防
・
要
介
護
状
態
の
予
防
の
た
め
に
有
益
で
あ
る
と
各
界

で
歓
迎
さ
れ
推
奨
さ
れ
て
お
り
ま
す
。是
非
こ
の
機
会
に
印
野

地
区
の
皆
様
方
に
は
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。ま
た
、前
回
よ
り
全
て

の
年
代
の
方
々
を
対
象
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、皆
様
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

　わらじ友の会の皆様を講師に迎え、手話の基礎や手話を用いての
コミュニケーション・挨拶の仕方を学びました。
　13名の参加があり、話し声が聞こえない講座に最初はとまどって
いましたが、手話を習うにつれ、コミュニケーションが増え笑顔あふ
れる楽しい教室になりました。

10月7日～11月4日（毎水曜、全5回） ミニ手話体験教室

　１日目と２日目は、ＮＨＫ-ＣＴＩ日本語センターの金野正人講師によ
る初級朗読講習を受講し、最終日には、朗読ボランティアくろつぐみ
の会のメンバーによる会の紹介やテープ録音の技術を学びました。
　参加者は「話すように読む！」ことや「イントネーションに関心を持つ！」
こと等に気を付けながら、丁寧に小説などを読み上げていました。

10月15日（木）22日（木）29日（木）
（全3回） 朗読ボランティア養成講習会

来年度もたくさんの方のご参加をお待ちしております☆

　佐々木　満様を講師に迎え、点字器の使い方・点字の成り立ちを
習い、実際に読み書きを学びました。
　8歳から80歳までの幅広い年代の方15名の参加があり、会場で
ある市民交流センター内の点字表記を探すなど楽しく充実した教室
でした。
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12
月
１
日
か
ら
、共
同
募
金
運
動
の
一
環
と

し
て
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支

援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
、地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
展
開
す
る
も
の

で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
金
品
は
、配
分
審
査
会

の
決
定
に
基
づ
き
、民
生
児
童
委
員
さ
ん
な
ど

の
協
力
を
得
て
、経
済
的
に
支
援
が
必
要
な
家

庭
や
、市
内
の
小
規
模
授
産
施
設
、無
認
可
保

育
所
な
ど
へ
12
月
中
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、区
長
さ
ん
を
通
じ

て
の
戸
別
募
金
や
、職
場
や
学
校
に
お
き
ま
し

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、個
人
や
企
業・団
体
か
ら
の
募
金
も
、

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
受
領

に
も
伺
い
ま
す
。

つながり ささえあう みんなの地域づくり
１２月１日から歳末たすけあい運動がはじまります

み
な
さ
ま
の
心
温
ま
る
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

運
動
期
間 

12
月
１
日
〜
31
日

平成26年度の実績
■経済的に支援を必要とされる家庭に
                   ２21世帯　３，６９３，０００円
■小規模授産所・無認可保育所の充実に
                        7施設　　770,000円
■元ハンセン病患者療養施設入所者自治会に
                           ２件      140,000円
■平成27年度共同募金資金
                             １，２０７，２４０円
                         合計　５，８１０，２４０円

平成２7年度目標額  ５９０万円
本年度もみなさまの心温まるご協力をお願いいたします。

　「障害者週間」は、国民の間に広く障がい福祉につ
いての理解と関心を高めるとともに、障がい者が社
会・経済・文化その他あらゆる分野の活動に、積極的に
参加する意欲を高めることを目的に設置されました。
　国際障害者デーの12月３日を起点として、障がい
者の日である12月９日までの１週間に、様々な啓発
活動が行われています。

12月３日～９日は

障害者週間です

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （6）

福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

募金

❶ 啓発ポスター、パンフレットの作成、配付
❷ 福祉活動展示
日　時　平成27年11月30日（月）～12月9日（水）
場　所　ふじざくら　交流ロビー
内　容　障がい福祉関係団体・施設の活動展示

連絡先
介護付有料老人ホームツクイ・サンシャイン御殿場 
住所　静岡県御殿場市川島田788  
電話 0550-81-3566 【担当】 水口

介護付き有料老人ホーム「ツクイ・サンシャイン御
殿場」では、レクリエーション・囲碁・将棋・環境美
化・入居者とのお話などの様々なボランティアさ
んを募集しております。
お気軽にご連絡く
ださい。

ボランティア募集のお知らせ

　御殿場市の要約筆記サークル“さくらんぼ”では、イベント会場などに補聴器の聞こえを改善する機器「ヒアリ
ングループ」を設置しています。
　この度、27年度の共同募金地域ふれあい支え合い事業において、障害者情報保障用携帯型磁気ループアン
プの整備の助成を受けられることになりました。
　地域の皆様、赤い羽根募金にご協力を頂いた皆様、ありがとうございます。
　12月3日に開催される障害者週間のイベント「人にやさしい地域づくり」講演会にもヒアリングループを設置
しますので、ぜひご活用ください。

問い合せ     要約筆記サークル“さくらんぼ” 森直之   FAX 055-997-6720

要約筆記サークル“さくらんぼ”からのお知らせ


